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発表項目 

災害発生時の速やかな各機関の連携を確認 

『平成 29 年度地域災害救急医療対策訓練及び医療救護所開設訓

練』を実施 

概 要 

 

広域災害発生時における災害救急医療体制の迅速な確立を目的として、「地域災害救

急医療対策実地訓練」を平成２７年度から兵庫県龍野健康福祉事務所において実施され

ています。今年度は宍粟市内で訓練が実施され、第１部として、西播磨圏域北部に位置

する公立宍粟総合病院で、南海トラフを震源とした直下型地震の発生を想定し、沿岸部

からの傷病者を受入れる訓練を実施します。その後、第２部として、山崎文化会で山崎

断層地震を想定した医療救護所開設訓練を実施します。 

 

内容 

（１）日 時：平成 30 年３月１日（木） 

１部 14：00～15：00  ２部 15：00～15：30 

（２）場 所：１部 公立宍粟総合病院 1F ホール 

       ２部 山崎文化会館 

（３）主 催：兵庫県龍野健康福祉事務所 

共 催：公立宍粟総合病院、宍粟市、宍粟市医師会、宍粟市薬剤師会 

（４）協力機関 

   圏域医療機関、赤穂市民病院（災害拠点病院）、西はりま消防組合、赤穂健康福

祉事務所、県医師会、県薬剤師会 

（５）参集機関 

   圏域市町、圏域医師会、圏域歯科医師会、薬剤師会西播支部、看護協会西播支部、 

   県医務課、県災害医療センター、各健康福祉事務所 

 

訓練概要 

（１）１部 地域災害救急医療対策訓練 

（南海トラフ大地震における地域災害救急医療対策訓練） 

  ① 災害時継続診療（ＢＣＰ）の判断訓練 

② 傷病者の重症度トリアージ・救急診療訓練 

③ ＤＭＡＴ派遣要請訓練 

④ 患者の高次搬送訓練 

（２）２部 医療救護所開設訓練 

      （山崎断層地震発生時における医療救護所開設訓練） 

  ① 医療救護所開設訓練 

参 考  

担当者からの 

お願い 
 

担当課 

（問合わせ先） 

公立宍粟総合病院 

保健福祉課 

担当 鳥居 

担当 中野・堀 

℡ 0790-62-2410 

℡ 0790-62-1000 
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１部 地域災害救急医療対策訓練 

（南海トラフ大地震における地域災害救急医療対策訓練） 

 

【訓練想定】 

平成 30 年 3 月 1 日午前 9：30 頃、南海トラフを震源とした直下型地震（M９）の発生により、

公立宍粟総合病院では、直ちに災害対策本部を設置し、病院内の災害状況確認を行ったところ、

一部損壊のみで病院機能への支障はないため、BCP マニュアルに基づき、通常診療を実施する

ことを判断するが、沿岸部からの傷病者受入要請があり災害時救急医療を行う。 

【訓練内容】 

ＢＣＰマニュアルに基づく災害時継続診療の判断、院内での救急医療体制によるトリアージ、

DMAT 受入、高次搬送（ドクターヘリ）を想定した訓練を実施予定。 

 

 

２部 医療救護所開設訓練 

   （山崎断層地震発生時における医療救護所開設訓練） 

 

【訓練想定】 

 平成 30 年 3 月 1 日午前 7:30 頃、山崎断層を震源とした直下型地震（M7.7）の発生により、

宍粟市地域防災計画に基づき、宍粟市災害対策本部を設置される。市の健康福祉部保健福祉課

では、市内の被災状況、負傷者の状況を把握するとともに、宍粟市医師会等から市内医療機関

の稼動状況を把握するなど情報を収集し、災害対策本部に報告する中で山崎文化会館に医療救

護所が開設されることが決定される。これにより、医療救護所の開設準備を進める。 

【訓練内容】 

 医療診療所開設に向け、宍粟市医師会、宍粟市薬剤師会への協力依頼、地域医療情報センタ

ーへの報告など関係機関との連絡調整を想定した訓練を実施予定。 

 

 

【参考】 

ＢＣＰ：Business continuity planning 

災害などの緊急事態が発生したときに、企業が損害を最小限に抑え、事業の継続 
や復旧を図るための計画 

 
ＤＭＡＴ：Disaster Medical Assistance Team  

災害派遣医療チーム 

日本DMATは平成17（2005）年４月に発足 

 

 

 

 

 

 


